
１． ②基礎研究から臨床研究への橋渡し促進技術開発

○がん、糖尿病、認知症等の成人性疾患等に関する
新たな医療技術の開発が望まれており、その実現の
ためには進展著しい医療分野の多様な要素技術や
研究成果を迅速に実用化につなげる必要がある。

○そのためには、ベンチャー等民間企業と臨床研究
機関が一体となって、臨床への橋渡し研究や臨床
研究を行うことが重要であり、医療ニーズに則した
新たな医療技術・システム開発を促進するための
連携体制や基盤等を整備を行う。

事業の目的

○橋渡し研究の拠点において臨床研究機関と民間企業が
一体となって行う、医薬品、医療機器、診断ツールの開
発及び新たな医療技術・システムの有効性・安全性等評
価手法の確立を推進する。

・採択数

平成19年度：10件、平成20年度：8件

・採択テーマ（例）
テーマ名：アルツハイマー病総合診断体系実用化プロジェクト
概 要：アルツハイマー病が発症する前に、その進行度を

把握するため、アルツハイマー病特有の体内での
変化をMRIや血液等の検査で定量的に確認して、
進行度合いの評価を可能とする研究開発を行う。

事業の内容

事業イメージ

実施体制

国 民間企業等

臨床研究者

臨床研究先進的基盤技術開発

大学等研究機関

民間企業
（ﾍﾞﾝﾁｬｰ等）

診断機器・解析ｿﾌﾄ、
製剤等の開発

○各省連携による、ニーズ・シーズの高度な

マッチング、多様な技術・異分野研究者の融
合

革新的基盤技術

経産省

厚労省文科省

大学病院等 国立病院

ナショナルセンター

医療現場のニーズ・
臨床研究成果のフィードバック

○拠点整備

内閣府の総合調整

総合科学技術会議

革新的創薬等のための官民対話
（橋渡し研究の重要性を
取り上げている）
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平成21年度予算額：33億円
平成21年度補正予算額：20億円
平成20年度予算額：26億円
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